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教育委員会（議案･報告）第２号 

（所 管）  総 務 部 総 務 課 

件  名 市長からの意見聴取(令和４年度 堺市一般会計予算)について 

提 案 理 由 

令和４年度 堺市一般会計予算について、令和４年第１回市議会定例会に上程

するに当たり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定によ

り、市長から意見を求められたものである。 

本件については、教育委員会の議決事項であるが、教育委員会の会議を開く

暇がなかったため、教育長に対する事務委任等に関する規則第４条第１項に基

づき、令和４年２月１日、教育長において臨時に代理したので報告し、承認を

求めるものである。 

議案（報告）の 

概要又は要旨 

 

〇令和４年度 教育費当初予算（案）について 

  令和４年度教育費当初予算（案）における項別の歳入歳出予算、債務負担

行為、性質別予算額を示したもの 

 

〇令和４年度当初予算（案）の概要について 

 重点取組事項の主な内容を示したもの 

 

 

 

 

備 考 

 

 

議決後必要と 

なる取組 

この案件の教育委員会議決後は、 

□ 上記案により、公布する。 

□ 令和４年第１回市議会（定例会・臨時会）に提出する議案については、

異議がないものとして回答する。 

■ その他（教育長の臨時代理により、異議がないものとして回答済であ 

る。） 
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市長からの意見聴取(令和４年度堺市一般会計予算)について 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により市長から意見を 

求められた次の議案については、異議がないものとすることについて、教育長に対

する事務委任等に関する規則第４条第１項に基づき、令和４年２月１日に教育長に

おいて臨時に代理したので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 4 年 2 月 7 日 

堺 市 教 育 委 員 会 

教 育 長  日 渡  円 
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［一般会計］

一 般 会 計

10 教 育 費

（ 人 件 費 ）

（ 人 件 費 以 外 ）

12 諸 支 出 金
（ 教 育 委 員 会 所 管 分 ）

[歳入予算]

16 分担金及び負担金

17 使用料及び手数料

18 国 庫 支 出 金

19 府 支 出 金

20 財 産 収 入

21 寄 附 金

22 繰 入 金 ※

24 諸 収 入

25 市 債

合 計

※公共施設等特別整備基金繰入金は含めていない

[歳出予算]

1 教 育 総 務 費

2 小 学 校 費

3 中 学 校 費

4 高 等 学 校 費

5 幼 稚 園 費

6 特 別 支 援 学 校 費

7 社 会 教 育 費

合 計 65,705,945 64,568,391 △ 1,137,554 △1.7%

4,836,675 7.4% 4,732,765 7.3% △ 103,910 △2.1%

1,671,024 2.5% 1,635,639 2.5% △ 35,385 △2.1%

473,175 0.7% 458,160 0.7% △ 15,015 △3.2%

1,132,461 1.7% 920,689 1.4% △ 211,772 △18.7%

13,526,767 20.6% 12,856,121 19.9% △ 670,646 △5.0%

26,339,875 40.1% 26,412,715 40.9% 72,840 0.3%

17,725,968 27.0% 17,552,302 27.2% △ 173,666 △1.0%

款　 　　別 3年度当初 4年度当初 増減額 伸率構成比 構成比

17,559,928 16,932,623 △ 627,305 △3.6%

3,566,800 20.3% 3,023,800 17.9% △ 543,000 △15.2%

892,334 5.1% 926,105 5.5% 33,771 3.8%

311,017 1.8% 382,382 2.3% 71,365 22.9%

19,100 0.1% 24,924 0.1% 5,824 30.5%

22,891 0.1% 23,666 0.1% 775 3.4%

999,290 5.7% 948,915 5.6% △ 50,375 △5.0%

11,619,508 66.2% 11,476,031 67.8% △ 143,477 △1.2%

0.0%

103,271 0.6% 101,073 0.6% △ 2,198 △2.1%

構成比

25,717 0.1% 25,727 0.2% 10

103 0.0% 50 94.3%

款　 　　別 3年度当初 4年度当初 増減額 伸率構成比

(4,093) 0.0%

(22,795,832) (21,654,185) (△ 1,141,647) △5.0%

(42,914,206)

15.5% 64,568,391 15.1% △ 1,137,554 △1.7%

423,600,000 426,700,000

令和4年度　教育費当初予算について

単位：千円

款　 　　別 3年度当初 4年度当初 増減額 伸率構成比 構成比

3,100,000

単位：千円

単位：千円

53 0.0%

0.7%

(42,910,113)

65,705,945
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[債務負担行為・新規分]

4,0004～54,000中 学 校 管 理 運 営 事 業

（ 東 三 国 丘 小 学 校 校 舎 改 築 ） (420,000) 4～5 (420,000)

義 務 教 育 施 設 整 備 事 業 887,000 4～8 887,000

(467,000) 4～8

限度額
令 和 5 年 度 以 降 の

備　　　　　　考支 出 予 定 額
期　間 金　額

学 校 園 検 （ 健 ） 診 事 業 153,000 4～7 153,000

事　　　　　　　項

中 学 校 給 食 改 革 事 業 4～21 31,437,00031,437,000

(467,000)

単位：千円

（ 浜 寺 小 学 校 校 舎 改 築 ）
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教育費（歳出）の性質別図

百万円

教育費（歳出）の性質別内訳

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) 49,933物件費等 1,886,152 46.0% 1,936,085 46.2%

39,579

建設事業費 0 0.0% 0 0.0% 0

人件費 2,212,017 54.0% 2,251,596 53.8%

△ 36,076

内事務局費等管理経費 4,098,169 4,187,681 89,512

物件費等 3,870,209 74.4% 3,834,133 77.5%

37,598

建設事業費 362,140 7.0% 107,400 2.2% △ 254,740

人件費 970,598 18.7% 1,008,196 20.4%

△ 536,273

内生涯学習関係経費 5,202,947 4,949,729 △ 253,218

物件費等 11,144,232 19.8% 10,607,959 19.1%

△ 73,084

建設事業費 5,533,099 9.8% 5,168,608 9.3% △ 364,491

人件費 39,727,498 70.4% 39,654,414 71.5%

△ 522,416

内学校園関係経費 56,404,829 55,430,981 △ 973,848

物件費等 16,900,593 25.7% 16,378,177 25.4%

4,093

建設事業費 5,895,239 9.0% 5,276,008 8.2% △ 619,231

人件費 42,910,113 65.3% 42,914,206 66.5%

教育費総額 65,705,945 64,568,391 △ 1,137,554

単位：千円

区　　　　　分 3年度当初 4年度当初 増　　減
構成比 構成比

42,910 

5895

13,698 

304 
2,389 487 

22 

42,914 

5276

13,171 

299 
2,403 

477 28 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

人件費 普通建設事業費 物件費 維持補修費 扶助費 補助費等 積立金

令和3年度

令和4年度

参考
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資料 令和4年度当初予算（案）の概要について

●総合教育会議等の議論や、教育委員会事務局内で組織したタスクフォース
での検討状況を踏まえ、本格的な制度設計を実施
●教育補佐官による助言指導

これらを支える❝学校群を中心としたマネジメント❞

授業の改善

これからの堺の学び

新
た
な

授
業
形
態

進
化
し
た

一
斉
授
業

個別最適な学び
協働的な学び

小中一貫カリキュラム

チーム学校 コミュニティ・スクール 人事 予算

カリキュラムの改善

これまでの
スタイル

画一的な学び
従来の一斉授業

校種別
小中分離

カリキュラム

etc

既存の学校施設を
活用し、最大の教
育効果を発揮する
小中一貫教育

学級集団と
学習集団の区別

■学力向上の取組推進 【14,077千円】
●読解力の判定（RST) 3校 （新規）
●読解力と学力の分析業務（新規）
●非認知育成プログラムの実施【ゼロ予算事業】

見通す力ややり抜く力を育むプラグラムを慶應義塾大学と共同研究

●IRT調査 7校（継続）

■英語教育の推進【182,000千円】
●オンライン英会話のモデル実施 中学校7校

中学2年生を対象に、マンツーマンでのアウトプット型英会話や難易度
別英会話など、新たな内容で中学校全校実施に向けた検証を実施

●小学校における英語学習の早期化に向けた対応
NSを派遣し、コミュニケーション活動を重視した学習を通じて、早期か
ら英語に慣れ親しませる取組を実施
小学校3・4年生 12回、5・6年生 24回

■学校図書館教育の推進 【95,227千円】

●学校図書館司書の配置
小・中学校 全校に配置
学校図書館サポーターの配置

１ 新たな学校のあり方に関する制度設計の実施 ２ 総合的な学力の向上

３ 学校ICT化の推進に向けた取組

■教員研修の充実 【10,000千円】
●各学校の推進リーダー候補者向けの研修を実施
●具体的な事例を踏まえた研修を行うことで、より一層の活用を促進

ベスト
ミックス

■緊急時用モバイルルーターの貸与 【6,498千円】

●通信環境がない家庭の児童生徒への学習用インターネット通信回線等を提供

令和3年度：510台、MAX10GB（9月に1,010台、MAX30GBへ変更）
令和4年度：521台、MAX10GB



令和4年度当初予算（案）の概要について

■スクールソーシャルワーカーの配置 【87,509千円】
●SSWスーパーバイザー 5名 → 5名（±0名）
●SSW 14名 → 14名（±0名）
●区役所にも配置するなど、学校と区役所と連携した取組を実施

■スクールカウンセラーの活用 【84,832千円】

●小学校 25校 → 28校（＋3校）
●中学校・高等学校 全校配置済

■いじめ防止対策 【8,547千円】

●いじめ・暴力防止（CAP）プログラムの実施
小：全校、中：29学級

●いじめ巡回相談員の派遣
相談員を派遣し、学校に対しいじめ問題の解決に向けた相談・助言
等の支援を実施

４ 特別支援教育の充実 ６ いじめや不登校等への対応

５ 教職員の資質向上

■教職員への研修 【44,541千円】
●管理職を中心としたマネジメント力の向上に向けた研修の実施

大学との共同研究による新たな管理職育成プログラムの開発及び
段階的実施（新規）

●探究的な学び・課題解決型学習（PBL）の実現に向けた取組

大学や民間企業等と連携しながら、「探究的な学び実践研修」等を実施

■特別支援教育支援員
（介助員）の配置
【386,382千円】

●208名 → 240名
(＋32名）

（表）支援学級在籍児童生徒数（人）、令和4年度は見込

■医療的ケア看護職員（看護師）の配置 【17,423千円】
●7名 → 16名（＋9名）

「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」の施行
（令和3年9月）
●基本理念
社会全体で支える
関係機関等が相互の緊密な連携のもと、支援を切れ目なく行わなけれ
ばならない

●学校設置者の責務
学校に在籍する医療的ケア児に対し、適切な支援を行う責務を有する

●教育を行う体制の拡充
適切な医療的ケアその他の支援を受けられるようにするため、看護師等
の配置その他の必要な措置を講ずるものとする

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

相談件数（件） 17,257 16,483 17,614 17,732 20,301

SC人数（人） 60 60 63 66 69

1人あたり
相談件数（件）

287.62 274.72 279.59 268.67 294.22

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

小学校 1,818 1,973 2,144 2,334 2,633

中学校 682 732 784 890 1,045

合計 2,500 2,705 2,928 3,224 3,678



■交響楽団芸術鑑賞 【17,800千円】
●音楽の授業としての位置づけ。全校実施の徹底へ

■特別支援教育協議会行事 【2,265千円】
●小学校：合同発表会、中学校：スポーツ大会
※小中学校の合同レクリエーション大会は廃止

７ 学校教育環境の改善

■全員喫食制中学校給食の実施 【199,670千円】

≪給食センターの整備等≫
●給食センターの整備及び運営に係る事業者募集・選定
（債務負担R4～R21 【31,437,000千円】) 
●中学校配膳室等の整備

≪モデル校での実施≫
●食器・食缶の調達（大泉学園）

■教室への空調機器設置 【707,325千円】
●小学校理科室・家庭科室の空調設備を整備（令和3～4年度事業）

■学校のトイレ改修 【1,035,600千円】
【当初計画：洋便器率60％ 全面改修 平成29～令和8年度

部分改修 平成29～令和3年度】
●小学校 全面改修 6校、部分改修 5校
●中学校 全面改修 3校、部分改修 2校
（洋便器率 令和3年度：37.0％ → 令和4年度：39.6％）

■その他の建設事業
●浜寺小学校校舎改築工事（R4~R8：3,136,000千円）
●財政危機脱却プランに基づき、今後10年間で▲20％

■生徒会のつどい（全中学校生徒会役員が参加する行事）【80千円】
●1泊2日の宿泊行事から、宿泊を伴わない研修会（2日間）に変更
●被災者支援交流事業で交流のあった福島県いわき市生徒との交流は
オンラインを活用して継続して実施

■小学校・中学校連合音楽会 、小学校連合運動会 【6,821千円】
●ホールや競技場で、学校の代表として演奏・競技を行う貴重な経験であること
を踏まえ、継続実施

８ 学校行事の取組

～平成26年度 平成27年度 平成29年度 令和3年度 令和4年度

小学校
図書室
音楽室
PC教室

普通教室
支援教室

（夏以降）
理科室
家庭科室

中学校

図書室
音楽室
PC教室
普通教室(3年)
支援教室(3年)

普通教室
支援教室
(1・2年)

理科室
調理室
美術室

令和4年度当初予算（案）の概要について



令和4年度当初予算（案）の概要について

■学校トイレ清掃の外部委託化 【80,000千円】

●新型コロナウイルス感染リスクの低減を図るためトイレ清掃を委託化
対象：小学校・高校・支援学校 全校、中学校（一部）

■学校等における感染症対策のための衛生物品の購入等
【10,607千円】

●放課後児童対策事業 活動場所
●図書館、こども館等社会教育施設 など

＜関連＞
●令和3年度2月補正予算において、小学校、中学校等を対象とした
衛生物品の購入等に必要な学校配当予算を別途計上へ

■学校への携帯電話の配備 【4,000千円】
●固定電話に加え、学校園で使用する緊急連絡用携帯電話を引き続き
配備

９ アスベスト対策 １０ 新型コロナウイルス感染症対策

１１ その他の取組

■適応指導教室の拡充【2,682千円】

●2教室＋1出張教室 → 2教室＋2出張教室
（中区（ソフィア・堺内）で実施）

■公立幼稚園の閉園 【634千円】
●令和5年3月 八田荘、東陶器、登美丘東、北八下幼稚園 閉園

■中学校への自動販売機の設置
●令和3年度 23校 → 令和4年度 26校（＋3校）

■健康リスクの検証 【931千円】

●健康リスクの検証に関する懇話会の開催

令和3年11月設置 令和4年度以降も継続実施

■対象学校への対応 【62,000千円】
●「市立小学校におけるアスベスト含有建築物対策チーム」を設置
（令和3年9月)し、今後の施設改修等を検討
●福泉小学校
＜仮設校舎の設置＞
体育館3階の特別教室（家庭科室、音楽室、理科室）の代替
教室数が十分ではなく、仮設校舎を設置

（参考）アスベストが発見された学校

小学校 4校（福泉、登美丘西、日置荘、八田荘）


